
図 1: 10Hz±1.5V/µm階段波形印加時の光学応答プロフ
ァイル．赤 :イオン液体ゲルおよび屈曲型液晶混合
FLC,緑:イオン液体ゲル混合FLC,青:光重合性液晶塗布
基板セル，紫:垂直配向ポリイミドセル．透過率は SmA
相でのクロスニコル、パラニコルの透過光強度を 0,1
として規格化．測定温度は 69℃． 
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山本らは最近基板界面に液体層を持ち込んだ Slippery 界面によりアンカリングを非常に弱くし垂

直配向強誘電性液晶(FLC)の応答改善（低電圧駆動）を報告している。過去の本講演会で我々は、

基板界面に光重合ネマチック液晶を塗布し、FLC のＣ－ダイレクタのアンカリングに影響を与え低電

圧駆動が生じることを報告し[2]、更に極性相互作用により電極部に自発的にイオン液体が吸着、こ

れをゲル固定化することにより電極部を界面改質し、更なる低電圧駆動を達成した[3]。これによ

り同じ駆動電圧で透過率は増加したが、遅い時間応答成分の占める割合が多いという課題が

ある。垂直配向 FLC の電場応答はらせん構造をほどく協同運動による配向変化であり、構造

を何らかの方法で切断し運動を局在化できれば高速応答に繋がる可能性がある。屈曲型液晶の

B4 相とネマチック液晶の混合系では B4 相のナノフィラメント構造によりネマチック相とのナノ相分離構造

の形成を確認しており[4]、FLC においてもこのナノ相分離構造を形成することで、らせん構造を分断化し、

運動を局所的に閉じ込めて高速化できないかと考え、屈曲型液晶の混合効果を検討した。	
 

イオン液体ゲルは前回同様 CDBA6•Cl を 1-エチル-3-メチルイミダゾリウムビス（フルオ
ロサルフォニルアミド）と 40-50g/L の濃度で混合したものを用い、FLC には屈曲型液晶を
1-1.2wt%混合し、これにイオン液体ゲルを 10-50	
 %混合しセル厚 3.5~6	
 µm の垂直配向ポリ

イミドを塗布した IPS 用サンドイッチセルに注入してデバイスセルとし、イオン液体の電極へ

の集積を目的として電場印加処理を 70℃、±4V/µm で数時間処理している。階段波形印加時の電

気光学応答特性に関して、主にこれまで報告してきた光重合性液晶塗布基板セル、イオン液体

ゲル化剤をのみ混合したセルとの比較を行った。 
69℃における各種セルの階段波形印加

(±1.5V/µm)時の光学応答プロファイルの電場

印加処理時間依存性を図 1に示す。透過率は

ＳｍＡ相でのクロスニコル、パラニコルの透過光

強度を各々0,1 として規格化した。同じ印加電

圧で透過率の大きな増大が見られる。また２成

分指数関数で立ち上がりの応答時間を解析す

ると遅い応答成分（数 m秒）に比べ、早い応答
成分（数１０µ秒）が透過率の７割近くを占めて

おり、低電圧駆動・高速応答が達成されている。

詳細は当日報告する。 
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